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念

佛
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に

つ

い
て

法
然
上
人
の
代
表
的
著
述
で
あ
る
選
擇
本
願
念
佛
集
は
上
人
の
滅
後
八
ケ
月
、
師
ち
建
暦
二
年
九
月
に
開
版
せ
ら
れ
た
と
傳
え
る
。

こ
れ
は
、
そ
の
末
尾
に

「庶
畿

一
縡
高

覽
乏

後
埋
昌干
壁
底
「莫
レ遺
窓
前
唱恐
下令
二破
法
之
人
墮

巾於
悪
道
亡
と
あ
る
意
趣

に
そ
む
く
も
の
の

よ
う
で
あ
る
が
、
師
の
姿
を
見
る
こ
と
の
出
來
な
く
な
つ
た
弟
子
逹
が
上
人
の
人
格
や
教
え
を
慕
う
の
あ
ま
り
、
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
心

情
よ
り
遺
著
開
版
と
い
う
大
事
業
を
な
さ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
出
版
年
次
に
因
ん
で
「建
暦
版
」
選
擇
集
と
呼
ん
で
い
る
。
し

か

る
に
、
こ
の
版
本
は
滅
後
に
遭
遇
し
た
嘉
祿
三
年
十
月
の
法
難
の
時
に
、
叡
山
の
三
塔
の
會
議
に
よ
り
上
奏
勅
許
を
得
て
京
洛
の
各

地
よ
り
こ
の
刊
本
並
に
版
木
が
没
収
せ
ら
れ
、
比
叡
山
上
の
大
講
堂
の
前
に
お
い
て
燒
き
棄
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
廟
。
そ
の
後
十

二
年
に
し
て
、
延
應
元
年

(
=
一三
九
)
に
再
版
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
が

「延
應
版
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
現
に
京
都
鹿
ケ
谷
法
然
院
に

　

そ

の
版
木
が
保
存
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
存
邏
擇
集
版
木

の
中
で
最
も
古

い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
建
長
三
年

(
一
二
五
一
)
七

月

に
入
阿
彌
陀
佛
に
よ
り
再
版
せ
ら
れ
、
正
中
二
年

(
一
三
二
五
)
に
は
比
丘
了
延
に
よ
り
て
再
々
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
し
ば
し

ば
開
版
せ
ら
れ
、
石
井
教
道
博
士
著

の
選
撰
集

の
研
究

(總
論
篇
)
に
よ
る
と
、
鎌
倉
開
版
よ
り
大
正
九
年
ま
で
七
百
八
年
間
に
前
後
七

佛
教
大
學
圖
書
館
所
藏
稀
覯
古
鈔
本
に
つ
い
て

一
六
七



一
六
八

十
九
回
も
開
版
さ
れ
て
い
る
。
從

つ
て
、
夲
均
九
年
に

一
回
の
割
で
印
刷
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち

一
番
多
數
開
版
せ
ら
れ

た
時
代
は
徳
川
時
代
で
あ

つ
て
、
佛
教
各
宗
派
の
教
學
盛
行
と
共
に
、
本
書
を
披
讀
す
る
階
層
も
増
加
し
、
實
に
五
十
回
も
こ
れ
が
印

行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
正
九
年
以
後
の
出
版
回
數
を
加
え
る
な
ら
ぱ
、
鎌
倉
開
版
よ
り
現
代
ま
で
凡
ら
く
百
版
を
越
え
る
で
あ
ろ

う
。
か
く
の
如
く
出
版
回
數
壹
百
版
を
越
え
る
組
典
の
印
行
は
、
凡
ら
く
空
前
の
も
の
と
評
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

而
し
て
、
い
ま
こ
こ
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
も
の
は
本
學
圖
書
館
に
収
藏
さ
れ
て
い
る
「建
長
版
」
の
選
擇
集
で
あ

つ
て
、
法
然
滅
後
三

十
九
年
、
印
ち
第
三
回
目
開
版
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
淨
土
宗
宗
寶
に
選
定
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
書

の
紙
質
は
泉
貨
紙

で
あ

つ
て
、
さ
ら
に
同
質

の
泉
貨
紙
を
以
て
裏
打
が
し
て
あ
る
。
本
紙
は
縱

卜。㎝
㊤゚
o
白
横

15
.2
cm

(裏
打
紙
の
縱

b。①
.5
cm

横

16
°①

o
ヨ
)
上
下
二
冊
に
分
丗
さ
れ
て
い
て
、
上
册
は
七
十
八
葉
、
下
冊
は
五
十
三
葉
あ
り
、
上
册
の
卷
頭
に
選
擇
本
願
念
佛
集
と
題
し
尾
題

な
く
、
下
册
は
首
題
を
欠
き
、
尾
題
の
次
に

一
行
あ
け
て

「淨
土
門
解
脱
詮

今
開
印
版
弘
流
轉

廻
施
奪
儀
及
群
類

順
次
同
生
九

品
蓮
」

の
偈
を
二
行
に
亘
つ
て
印
刻
し
て
い
る
。
刊
記
は
無

い
。
こ
の
四
句
の
偈
文
は
西
本
願
寺
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
建
長
三
年
版
の

偈

と
同

一
で
あ
る
が
、
本
學
所
藏
の
も
の
に
は
刊
記
願
主
名
を
欠
い
て
い
る
。
西
本
願
寺
本
に
は

「建
長
三
年
七
月

日
、
願
主
入
阿

彌
陀
佛
」
な
る
刊
行
年
月
と
發
願
主
の
名
を
出
し
て
い
る
。
元
來
、
西
本
願
寺
所
藏
の
建
長
版
選
擇
集
は
上
下
二
册
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
上
下
版
を
異
に
す
る
寄
せ
本
で
あ
つ
て
、
下
册
の
み
本
學
圖
書
館
所
藏
の
も
の
と
同
じ
版
本
で
あ
つ
て
、
上
丗
は
建
長
以
後
の
版

本

と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
下
冊
も
西
本
願
寺
本

の
方
に
文
字
に
磨
滅
し
た
所

の
多

い
點
よ
り
考
え
て
、
本
學
の
も
の
よ
り
後
摺
り
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
宗
寶
推
薦
理
由
書
に
よ
る
と
、
東
洋
文
庫
に
も
建
長
版
選
擇
集
が
収
藏
せ
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
も
上
下
版
を
異
に

す
る
寄
せ
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
洋
文
庫
の
上
册
は
延
應
版
と
同

一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
本
學
所
藏
の
も

の
も
上
卷
は
延
應
版



　

選
擇
集
と
比
較
す
る
と
同

一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

從

つ
て
、
現
在
、
建
長
版
選
擇
集
と
い
わ
れ
る
も
の
が
三
本
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
東
洋
文
庫
と
佛
教
大
學
圖
書
館
所
藏
の

も

の
と
が
、
上
卷
を
延
應
版
で
以
て
し
、
西
本
願
寺
の
も
の
は
こ
れ
と
は
異
な

つ
た
後
世
の
版
本
で
し
た
寄
せ
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
而
し
て
下
冊
は
三
本
と
も
同
じ
版
本
で
あ
る
か
ら
、
或
は
建
長
版
な
る
も
の
は
下
册
の
み
の
印
行
で
、
上
丗
は
無
か
つ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
探
索
と
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
版
本
の
願
主
入
阿
彌
陀
佛
と
は
い
か
な
る
人
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
凡
ら
く
淨
土
宗
二
祖
聖
光
房
辨
長
の
門
人
入
阿
入
西
の

こ
と
で
無
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
入
阿
は
辨
長
膝
下
に
あ

つ
て
常
隨
給
仕
し
た
弟
子
で
あ

つ
て
、
弘
安
八
年
、
八
十
三
才
で
入
滅
し

て
い
る
か
ら
、
若
し
彼
が
建
長
版
選
擇
集
の
願
主
で
あ

つ
た
と
す
る
な
ら
ぱ
、
こ
れ
は
四
十
九
才
の
時
の
印
行
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
而
し
て
、
本
書
は
も
と
京
都
市
下
京
區
五
條
の
極
樂
寺
に
所
藏
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
は
百
萬
遍
知
恩
寺
第
三
十

一
代
岌
興

(天
正
+
三
年
曲

一
五
八
五
、
晋
山
)
の
藏
書
の
よ
う
で
あ
る
。
岌
興
は
寶
蓮
肚
善
心
と
號
し
、
學
内
外
に
通
じ
た
學
匠
で
あ

つ

て
、
諸
國
に
遊
歴
の
後
、
越
前
の
西
方
寺
に
住
し
、
正
親
町
天
皇
の
重
請
に
よ
り
百
萬
遍
に
進
董
し
た
人
で
あ
る
。
岌
興
が
何
處
で
こ

の
建
長
版
を
入
手
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
極
樂
寺
に
傳
え
ら
れ
、
極
樂
寺
第
十
六
世
嘉
譽
に
よ

つ
て
裏
打
さ
れ
て
原
型
の

保
存
に
つ
と
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
戰
後
、
學
徒
研
究
の
資
料
と
し
て
當
時
の
住
職
よ
り
こ
れ
が
本
學
に
寄
鱠
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

註
0ゆ

石
井
數
道
著
、
選
擇
集
の
研
究
總
論
篇

一
五
一
頁

②

こ
の
延
應
版
選
擇
集
は
大
正
九
年
十
月
に
複
版
せ
ら
れ
、
こ
の
刊
本
は
現
に
佛
教
大
學
圖
書
館
に
あ
る
。

㈲
冖
藤
堂
砧
範
著
、
淨
土
數
版
の
研
究
圖
版
第
十
五

佛
教
大
學
圖
書
館
所
藏
稀
覯
古
鈔
本
に
つ
い
て

一
六
九



一
七
〇

ハ旬

11

〃

亠ハ
含
一百
ハ

の

"

〃

圖
版
第
十

一

二

、

和

語

燈

録

に

つ

い

て

1

要
義
問
答
、
大
胡
太
郎
秀
實

へ
つ
か
は
す
御
返
事
-

法
然
上
人
が
弟
子
や
歸
依
者
逹
に
書
き
邊
ら
れ
た
教
誠
書
、
淌
息
文
は
滅
後
三
回
に
亘

つ
て
輯
録
せ
ら
れ
た
。
そ

の
初
め
は
法
然
上

人

一
期
物
語
で
あ

つ
て
、
勢
觀
房
源
智
の
見
聞
を
主
と
し
て
、
兼
ね
て
諸
弟
子
の
間
に
傳
え
ら
れ
た
説
話
傳
読
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ

の
編
輯
年
代
は
大
體
、
法
然
滅
後
四
年
よ
り
三
十
年
の
間
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
篇
漢
文
で
書
か
れ
、
凡
そ
六
篇
あ
る
中
、

第

一
編
は
淨
土
隨
聞
記
以
下
二
十
條
あ
り
、
第
二
編
は
禪
勝
房
の
問
に
答
え
ら
れ
た
も
の
で
總
計
十

一
問
答
を
収
め
、
第
三
編
は
三
心

料
簡
以
下
二
十
七
法
語
、
第
四
編
は
法
然
上
人
の
略
傳
、
第
五
編
は
臨
絡
日
記
、
第
六
編
は
三
昧
發
得
記
で
あ
る
。
第
二
回
の
収
録
は

親
鸞
の
西
方
指
南
鈔
の
そ
れ
で
あ
る
。
西
方
指
南
鈔
六
卷
は
親
鸞
が
康
元
元
年

(
一
二
五
六
)
よ
り
同
二
年
に
亘
つ
て
書
寫
し
た
も
の
で

あ

つ
て
、
現
に
高
田
專
修
寺

の
寶
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
和
夊

の
も
の
、
漢
文

の
も
の
、
片
假
名
書
き

の
も
の
等
あ
り
、

法
然
聖
人
御
説
法

の
事
以
下
二
十
八
の
語
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
法
然
上
人
滅
後
四
十
餘
年

の
収
輯
で
あ
る
。
第

三
回
の
収
録
は
淨

土
宗
第
三
租
良
忠

の
門
人
望
西
樓
了
慧

の
語
燈
録

の
編
纂
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
漢
文
と
和
文

の
二
種
あ
り
、
漢
語
燈
録
は
文
永
十

一
年

(
=

一七
四
)
の
編
輯
で
總
じ
て
十
八
章
あ
り
、
和
語
燈
録
は
建
治
元
年

(
=

一七
五
)
の
収
輯
に
し
て
二
十
五
章
を
収

め
、
さ
ら
に
拾
遺

語
燈
録
と
し
て
十

一
章
を
追
輯
し
て
い
る
。

か
く

の
如
く
、
法
然
上
人
の
語
録
は
滅
後
三
回
に
亘

つ
て
収
録
編
纂
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
了
慧

の
収
輯
し
た
漢
和
兩
語
燈
録
が

量

の
上
に
お
い
て

一
番
數
多
く
を
集
め
て
い
る
。
し
か
し
、
法
然
上
人
滅
後
六
十
二
年
に
了
慧
が
和
漢
語
燈
録
を
編
纂
し
た
時
に
は
、



法
然
上
人
に
名
籍

る
僞
書
が
か
な
農

行
し
て
い
た
ら
ヒ

、
拾
遣
和
語
蠶

卷
下

(謹

懿

)
に

.覺

の
を
よ
ぶ
ξ

、
毳

編

か
く
の
ご
と
し
。
し
か
る
に
世
の
中
に
黒
谷
の
御
作
と
い
う
文
お
ほ
し
、
い
わ
ゆ
る
決
定
往
生
行
業
鈔
:
…
.こ
の
文
と
も
は
餘
の
和
語

の
書
に
文
章
も
似
ず
義
勢
も
た
か
へ
り
、
お
ほ
き
に
う
た
か
ひ
あ
る
う

へ
に
、
古
人
僞
書
と
申
し
つ
た
え
た
り
L
と
あ
つ
て
、
語
録
の

編
纂

に
あ
た
つ
て
、
そ
の
取
捨
選
擇
に
相
當
苦
心
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
れ
と
共
に
既
に
収
録
し
た
も
の
の
中
に
、
或
は
誤
つ
て
僞

書
を
眞
書
と
し
て
編
輯
し
た
も
の
も
な
い
か
と
思
わ
れ
、
現
今
各
方
面
の
學
者
に
よ
つ
て
法
然
上
人
語
録
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。

か
く
て
、

法
然
上
人
の
遺
文
は
前
後
三
回
に
亘
つ
て
収
録
せ
ら
れ
た
が
、

こ
れ
の
刊
行
は
極
め
て
暹
く
、

法
然
上
人
の
代
表
的
著

述

で
あ
る
選
擇
集
が
滅
後
ま
も
な
く
出
版

(建
暦
二
年
版
)
せ
ら
れ
た
と
い
い
、
つ
づ
い
て
延
應
版

(
=
コ
ニ
九
)
建
長
版

(
=
一五
一
)
等

が
印
行
せ
ら
れ
て
い
る
に
對
し
て
、
そ
の
他

の
治
息
文
教
誠
書
の
開
版
は
鎌
倉
末
期
ま
で
見
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
滄
息
文
教
誠
書

の
印
行
は
第
三
回
目
の
収
録
者
望
西
樓
了
慧
に
よ
り
て
、
元
亨
元
年

(
一
三
二
一
)
に
和
語
の
も

の
が
初
め
て
出
版
せ

ら

れ
た
。
こ
れ
が
元
亨
版
和
語
燈
録
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
學
者
の
珍
重
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
語
録
の

一
部
の
出
版
は
あ

つ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
全
卷

の
印
行
は
な
く
、
徳
川
時
代
に
入
り
て
、
寛
永
二
十
年

(
=
ハ四
三
)(町
版
)
と
正
徳
元
年

(
一
七
1
1
)(義
山

開
版
)
の
二
回
に
亘
つ
て
刊
行
せ
ら
れ
て
い
る
。
漢
語
燈
録
の
方
は
永
ら
く
寫
本
の
ま
ま
で
傳
え
ら
れ
、
正
徳
五
年

(
一
七

一
五
)
に
義

山

に
よ

つ
て
初
め
て
開
版
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
義
山
が
正
徳
元
年
に
和
語
燈
録
を
開
版
す
る
に
あ
た
り
、
元
亨
版
の
和
語
燈
を
探
し
求
め
た
け
れ
ど
も
見
る
こ
と
が
出
來

な

か
つ
た
ら
ヒ

、
和
語
燈
簪

講
私
記
笙

卷

(淨
全
九
卷

六
七
三
頁
)
に
、

.扨
、
此
書

(和
疆

)
の
印
査

此
の
跋
に
有
る
如
-
、
元
亨
年

中

に
開
版
せ
り
、
爾
る
に
老
師
嶬

其
印
本
を
尋
ね
玉
ふ
事
、
數
年
な
れ
と
も
未
得

、
爰
に
寛
永
年
中
に
片
假
名

に
漢
文
を
ま
し
え
加

佛
敏
大
學
圖
書
館
所
藏
稀
覯
古
鈔
本
に

つ
い
て

一
七

一



一
七
二

へ
て
印
行
し
た
本
あ
れ
ど
も
、
今

の
序

の
意
に
違
ふ
L
と
あ
り
、
そ
れ
で
伊
豆
藥
王
寺
に

一
本
あ
る
を
知
り
、
知
恩
院
四
十
二
世
白
譽

秀
道
に
依
頼
し
て
、
本
山
よ
り
願

い
出
て
こ
れ
を
借
用
し
、
そ
れ
を
底
本
と
し
て
諸
々
の
古
寫
本
と
校
合
し
て
出
版
し
た
と
い
う
。
而

て
蓄

が
、、
の
和
語
燈
磐

靉

し
た
講

に
は
蓼

に
異
本
古
築

が
あ
つ
た
よ
う
で
、
和
語
燈
簪

講
私
記
笙

卷

(淨
全
九
頁

六
七
三
頁
)

に
は

「何
と
そ
和
字
の
古
本
を
と
多
年
尋
ね
玉
ふ
に
、
或
は
古
き
假
名
書
き
の
本
、
或
は
所

々
の
堂
上
方
に
も
、
或
は
北
野
眞
盛
の
本

な
ど
あ
れ
ど
も
或
は
か
け
、
或
は
文
中
の
具
略
、
又
は
元
租
の
法
語
と
も
見
え
さ
る
事
と
も
あ
り
て
慥
か
な
ら
ぬ
本
な
り
」
と
あ

つ
て

諸

々
に
法
然
上
人
の
語
録
の
斷
片
が
所
藏
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
法
然
上
人
の
語
録

の
う
ち
、
鎌
倉
時
代

の
古
寫
本
と
し

て
珍
重
さ
れ
る
も
の
は
、
上
記
の

一
期
物
語
、
西
方
指
南
鈔
、
法
然
上
人
の
諸
傳
記
に
集
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
他
に
、
金
澤
文
庫
に

は
、
往
生
要
集
釋

(良
聖
手
譯
本
)、

淨
土
三
部
經
大
意
の
二
本
を
藏
す
る
の
み
で
あ
る
。
京
都
安
居
院
西
方
寺
に
藏
さ
れ
て
い
る
登
山

状
は
室
町
末
期
の
も
の
、
西
本
願
寺
の
寶
庫
に
あ
る
禪
勝
房
に
し
め
す
御
詞
(念
佛
往
生
要
義
抄
所
収
)
は
長
録
Q
年

(
1
四
六
〇
)
の
寫
本

　

で
あ
る
。
な
お
、
、仙
の
他
に
黒
谷
金
戒
光
明
寺
所
藏
の

一
枚
起
請
文
を
初
め
、
寺
寳
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
語
録
の
古
寫
本
が
各
地

に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
が
、
學
的
對
象
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
る
も
の
は
上
記
の
如
く
誠
に
寥
々
た
る
有
樣
で
あ
つ
て
、

書
誌
學
研
究
の
上
よ
り
鎌
倉
時
代
の
古
鈔
本
と
さ
れ
る
も
の
は
誠
に
僅
か
し
か
傳
わ

つ
て
い
な
い
。

い
ま
、
こ
こ
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
も
の
は
佛
教
大
學
圖
書
館
に
収
藏
さ
れ
て
い
る

「大
胡
太
鄭
秀
實
に

つ
か
は
す
御
返
事
」
と

「要

義
問
答
」
と
の
二
本
の
語
録
で
あ
る
。

體
裁
は
二
本
と
も
縱

2
4
.5
c
m

、
横

嵩

㎝゚
o
目

、
紙
質
は
鳥

ノ
子
紙
、
粘
葉
綴
、

一
面
六
行
、

一
行
十
七
字
乃
至
二
十
字
の
漢
字
罕
假
名
混
り
文
で
、
書
體
は
二
本
と
も
同

一
書
體
で
あ
つ
て
、
鎌
倉
時
代

の
雄
渾

な
筆
勢
で
も
つ
て
、

行
書
體
に
書
か
れ
て
い
る
。
「大
胡
太
鄭
秀
實

へ
つ
か
は
す
御
返
事
」
は
五
葉
、
「要
義
問
答
」
は
十
葉

の
斷
片
で
あ
る
が
、
い
つ
れ
も

鎌
倉
時
代
を
降
ら
ざ
る
古
寫
本
で
あ
る
。



こ
の
う
ち

「
大
胡
太
郎
秀
實

へ
つ
か
は
す
御
返
事
」
(以
下
、
大
胡
の
返
事
と
略
稱
)
は
首
尾
を
欠
き
、
淨
土
宗
全
書
所
収
和
語
燈
録
第

三
卷
五
五
五
頁
下
よ
り
五
五
七
頁
下
に
亘
る
も
の
で
、
中
に

一
丁
の
落
丁
が
あ
る
。
こ
の

「大
胡
の
返
事
」
は
法
然
上
人
が
三
心
と
五

正
行
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
こ
の
斷
簡
は
五
正
行
を
説
く
中
の
正
雜
二
行
の
得
失
を
読
く

一
段
の
み
で

あ

る
。
而
て
、
そ
の
斷
簡
の
語
句
の
使
い
方
(特
に
動
詞
助
動
詞
)
は
西
方
指
南
鈔
所
収
本
と
は
異
な
り
、
元
亨
版
和
語
燈
録
と
類
似
し

ゆ

て
い
る
。
西
方
指
南
鈔
が
親
鸞
に
よ
り
て
書
寫
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
異
読
が
存
す
る
が
、
こ
の
指
南
鈔
所
収
の

「大
胡
の
返
事
」
は

片
假
名
で
書
か
れ
て
い
て
文
章
の
讀
み
方
に
稚
拙
な
處
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
斷
簡
に
は
か
か
る
稚
拙
な
文
章
は
な
く
、
元
亨

版
和
語
燈
と
同
樣
に
流
暢
な
文
勢
を
以
て
書
き
流
さ
れ
て
い
る
。

要
義
問
答
も
首
尾
を
欠
き
、
中
に
數
葉
の
落
丁
が
あ
る
。
こ
れ
は
淨
土
宗
全
書
所
収
和
語
燈
録
第
三
卷
五
四

一
頁
上
よ
り
五
四
九
頁

上
ま
で
、
帥
ち
總
じ
て
十
三
問
答
の
中
、
第
八
問
答
よ
り
第
十
二
問
答
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
前

の

「
大
胡
の
返
事
」
と
同
樣

に
西
方
指
南
鈔
所
収
本
の
如
き
稚
拙
な
文
章
な
く
、
元
亨
版
和
語
燈
所
収
本
と
同
樣
に
流
調
な
文
章
を
も

つ
て
綴
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
嚴
密
に

一
字

一
句
を
元
亨
版
和
語
燈
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
斷
簡
二
本
と
も
に
全
同
と
い
う

こ
と
が
出
來
ず
字
句

の
出
没
が
見
ら
れ
る
が
、
西
方
指
南
鈔
所
収
本
、
義
山
正
徳
版
よ
り
元
亨
版
に
よ
り

一
層

の
類
似
性
を
見
出
す

の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、

こ
の
二
斷
簡
の
原
型
が
い
か
な
る
も
の
で
あ

つ
た
か
と
い
う
に
、
た
だ
こ
の
十
數
葉
の
斷
片
の
み
を
も
つ
て
、
そ

の
全
體
を
推
定
す
る

こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
が

「大
胡
の
返
事
」
と

「要
義
問
答
」
と
が
同
じ
紙
質
で
、
同

一
書
體
よ
り
書
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
同

一

書
寫
本

の

一
部
分
で
あ

つ
た
こ
と
に
は
相
違

い
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
兩
法
語
の
み
が
綴
ら
れ
て
別
行
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は

出
來
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
前
後
に
相
當
長
文
の
語
録
が
綴
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
凡
ら
く
和
語
燈
録
七
卷
全
卷

の
書
寫
で
な
い
か
と
思
う
。

佛
教
大
學
圖
書
館
所
藏
稀
覯
古
鈔
本
に
つ
い
て

一
七
三



一
七
四

而
て
、
元
亨
版
和
語
燈
録
は
そ
の
末
尾
の
刊
記
に

「沙
門
了
惠
感
歎
に
た

へ
す
膸
喜

の
あ
ま
り
七
十
九
歳

の
老

眼
を
の
こ
ひ
て
和
語

霧

詠

富

糞

元
蕘

年
醉
背

八

日

終
謹
疏
。

法
鑾

馨

恥

と
あ
り
・
師
ち
七
+
九
才
の
了
慧
が
和
語
燈
印
行

の
版
下
文
字
を
自
か
ら
書

い
た
の
で
あ
る
。
從

つ
て
そ
の
文
字

の
書
體
は
鎌
倉
末
期

の
筆
寫
態
で
あ
る
。
而
て
、
こ
の
元
亨
版
和
語
燈

と
佛
大
圖
書
館
所
藏

の
和
語
燈
録
斷
簡
と
の
書
寫
筆
態
を
比
較
す
る
に

一
行

の
字
數

の
異
な
り
は
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
筆
法
を
も

つ
て
書
寫
し
て
い
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
若
し
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
元
亨
版
和
語
燈
録
を
筆
寫
し
た
も
の
が
、
佛
大
圖
書
館

所
藏
和
語
燈
斷
簡

の
全
體
で
億
な
い
か
と
想
像
す
る
次
第
で
あ
る
。
そ
れ
で
凡
ら
く
元
亨
版
は
印
行
部
數
僅
少
で
あ

つ
た
た
め
、
誰
れ

か
が
こ
れ
を
書
寫
し
、
傳
々
あ
い
傳
え
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
大
部
分
を
散
佚
し
、
僅
か
の
斷
簡
の
み
が
本
學
圖
書
館
に
収
藏
せ
ら
れ

る
に
至

つ
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
い
つ
れ
に
し
て
も
、
上
記
の
如
く
法
然
上
人
の
語
録
と
し
て
明
確
に
鎌
倉
時
代
の
古
寫
本
と
推

定
さ
れ
る
も
の
が
、
僅
か
し
か
存
在
し
て
い
な
い
現
今
に
お
い
て
、
元
亨
版
和
語
燈
印
行
と
あ
ま
り
隔
た
ら
ぬ
時
代
に
書
寫
さ
れ
た
法

然
上
人
の
語
録
を
身
近
に
見
る
こ
と
が
出
來
る
の
は
、
學
徒
と
し
て
誠
に
幸
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

註
①

石
井
教
道
著
、
邏
擇
集
の
研
究
(總
論
篇
)
一
五
〇
頁

②

藤
堂
鮪
範
著
、
淨
土
教
版
の
研
究
(
一
〇
四
頁
)
に
は
貞
治
四
年
に
一
枚
起
講
文
の
印
行
の
あ
つ
た
こ
と
を
傳
え
て
い
る
。

⑧

石
井
教
道
編
、
法
然
上
人
全
集
脚
註
よ
り
抄
出
。

㈲

石
井
教
道
編
、
法
然
上
人
全
集
(序
、

一
〇
頁
)

㈲

龍
谷
大
學
藏
元
亨
版
、
和
語
燈
録
(淨
土
教
版
の
研
究
所
収
の
寫
眞
に
よ
る
)
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